
（別紙３）

～ 令和8年　2月　27日

（対象者数） 7人 （回答者数）
5人

～ 令和8年　2月　27日

（対象者数） 5人 （回答者数）
5人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

同じ公園に限らず、近隣の山へのハイキングへ出

かけ、自然の中で過ごす時間を取り入れる。

2

食べる事が中心となっている為、実際に児童にも

作ってもらう機会を増やす。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

ホームページやSNSを活用しての宣伝に力を入れ

る。

2

法人全体での職員研修への参加。参加出来ない職員へは伝達

研修という形で実施する。

3

○事業所名 放課後等デイサービスるあな

○保護者評価実施期間
令和8年　2月　16日

○保護者評価有効回答数

令和8年　2月　16日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和８年　３月　２日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

職員の配置基準は満たしているが、職員数が足りず

閉所の対応を取る日が出ている為、職員体制の強化

が必要。

事業所を周知してもらう為の宣伝も必要。

職員の専門的な知識の向上。 十分な研修等が実施出来ていない為、法人と協力して積極的に

研修を取り入れていく必要がある。

近隣の公園に出向き、体を動かす機会を多く取り入

れている。その中で児童の運動能力向上や事業所で

の過ごし方の充実を図る。

近隣の公園へ歩いて行く等、歩く時間を多く取り入

れている。そこで交通ルールのマナーの習得も身に

つける。

おやつ作りの時間を取り入れる事で食への関心を

持ってもらう。

児童が食べたい物の要望を可能な限り取り入れた

り、食べた事のないものをおやつとして提供する。

事業所における自己評価総括表公表


